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８
月
号
で
は
盆
栽
村
が
開
か
れ
た
大
砂
土
村

（
現
さ
い
た
ま
市
北
区
）
の
土
地
が
ど
の
よ
う

な
場
所
で
あ
っ
た
の
か
を
探
っ
て
み
ま
し
た
。

今
号
で
は
開
拓
の
詳
細
を
振
り
返
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

移
住
を
先
導
し
た
千
駄
木
団
子
坂
（
現
東
京

都
文
京
区
）
の
盆
栽
園
・
清
大
園
の
清
水
利
太

郎
と
、
大
砂
土
村
在
住
の
政
治
家
・
小
島
善
作

と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
「
土
地
賃
貸
借
契
約
書

（
証
）」
と
、
開
拓
時
の
経
費
の
控
え
帳
「
盆
栽

村
諸
雑
扣ひ

か
え
ち
ょ
う

帳
」
が
利
太
郎
の
子
孫
の
も
と
に

残
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
※
１
）。
こ
の
資
料
に

よ
っ
て
用
地
確
保
の
経
過
と
具
体
的
な
開
拓
の

様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
土
地
賃
貸
借
契
約
書
」
は
、
大
正
13
年

（
１
９
２
４
）
12
月
５
日
付
の
「
大
字
土
呂
御

嶽
耕
地
及
植
嶽
耕
地
」
の
山
林
・
田
畑
の
契
約

書
と
、
翌
年
７
月
１
日
付
の
「
大
字
西
本
郷
字

定
慶
耕
地
所
在
」
の
山
林
の
契
約
書
の
２
通
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
者
は
写
し
書
き
で
「
別

紙
目
録
」
を
欠
い
て
い
ま
す
が
、
後
者
は
印
紙

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
沿
道
に
柿
と
桜
を

植
え
、
春
と
秋
に
見
頃
を
迎
え
る
並
木
道
が
生

ま
れ
ま
し
た
。「
カ
ス
ガ
ラ
」
と
あ
る
の
は
、
石

炭
の
燃
え
か
す
で
あ
る
石
炭
殻
の
こ
と
と
推
測

で
き
ま
す
。
昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）
に
盆
栽

村
に
移
り
住
ん
だ
、
森
鴎
外
の
長
男
で
解
剖
学

者
の
森
於
菟
が
「
石
炭
殻
を
固
め
て
造
つ
た
軟

味
の
あ
る
坦
々
と
し
た
通
路
は
東
西
南
北
に
通

じ
て
（
中
略
）、
散
歩
道
と
し
て
は
足
触
り
が

よ
く
、
風
の
日
も
埃
は
立
た
ず
雨
が
続
い
て
も

泥ぬ
か
る
み濘

に
化
す
お
そ
れ
な
は
な
い
」
と
随
筆
「
盆

が
貼
ら
れ
た
原
本
と
み
ら
れ
、
貸
借
の
対
象
と

な
っ
た
土
地
の
目
録
も
付
い
て
い
ま
す
。
ど
ち

ら
の
契
約
書
も
「
賃
貸
人
代
理
兼
賃
貸
人
」
と

し
て
小
島
善
作
、「
賃
借
人
」
と
し
て
清
水
利
太

郎
が
署
名
し
、
立
合
人
と
し
て
大
砂
土
村
の
旧

家
が
名
前
を
連
ね
て
い
ま
す
。

　

契
約
書
で
は
、
賃
貸
の
目
的
を
「
盆
栽
類
ヲ

栽
培
陳
列
ス
ル
目
的
」
と
し
、
契
約
年
の
単
位

は
５
年
間
で
、
１
年
間
の
１
反
歩
当
た
り
の
賃

料
は
御
嶽
と
植
嶽
の
林
が
６
円
、
畑
が
10
円
、

定
慶
の
山
林
は
８
円
と
い
う
価
格
で
し
た
。
当

初
、
盆
栽
村
の
構
想
に
賛
同
し
た
小
島
善
作
か

ら
無
償
貸
借
の
提
案
も
な
さ
れ
た
よ
う
で
、
破

格
の
賃
料
で
貸
し
出
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
７
月

１
日
の
契
約
書
に
は
、
大
砂
土
村
の
９
名
の
地

主
に
よ
る
17
筆
分
の
山
林
の
目
録
が
付
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
地
番
の
記
さ
れ
た
同
時
期
の
地

図
に
照
ら
す
と
、
現
在
「
か
え
で
通
り
」「
さ

く
ら
通
り
」
と
呼
ば
れ
る
２
本
の
通
り
に
挟
ま

れ
た
南
北
に
長
い
区
画
の
一
部
が
該
当
し
、
早

い
段
階
で
開
拓
の
鍬
が
入
れ
ら
れ
た
エ
リ
ア
が

栽
村
小
景
」（
※
２
）
に
著
し
て
お
り
、
散
策

の
便
を
踏
ま
え
、
道
路
に
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。

　

昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）
に
盆
栽
村
組
合
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
「
住
民
規
約
」
で
も
、
門
戸

を
開
け
放
っ
て
庭
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
や
、
囲
い
は
生
垣
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

な
ど
の
決
ま
り
が
示
さ
れ
、
開
放
的
な
町
作
り

が
目
指
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
盆

栽
村
は
開
発
時
か
ら
、
盆
栽
園
の
来
園
者
や
観

光
客
な
ど
外
部
の
人
が
訪
れ
る
こ
と
を
想
定
し

判
明
し
ま
す
。
清
水
利
太
郎
の
盆
栽
園
・
清
大

園
は
こ
の
時
に
賃
貸
契
約
さ
れ
た
区
画
の
な
か

に
開
園
し
ま
す
が
、
清
大
園
以
外
の
土
地
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
契
約
書
か
ら
は
、
①
土

地
の
所
有
者
は
一
筆
ご
と
に
異
な
っ
て
い
た

が
、
貸
借
は
小
島
善
作
と
清
水
利
太
郎
と
い
う

地
主
と
借
地
人
の
代
表
者
間
で
行
わ
れ
た
、
②

賃
貸
契
約
は
一
定
の
区
画
ご
と
に
段
階
的
に
行

わ
れ
た
、
な
ど
の
事
実
が
確
認
で
き
ま
す
。
移

住
し
て
く
る
盆
栽
園
と
そ
の
土
地
の
地
主
が
個

別
に
契
約
を
し
た
の
で
は
な
く
、
組
織
的
・
計

画
的
に
進
め
ら
れ
た
と
言
え
る
の
で
す
。

　

こ
の
こ
と
は
「
盆
栽
村
諸
雑
扣
帳
」
か
ら
も

う
か
が
え
ま
す
。
帳
面
に
記
さ
れ
て
い
る
大
正

14
年
５
月
か
ら
15
年
10
月
に
お
け
る
経
費
の
種

類
を
表
１
に
列
挙
し
ま
し
た
。
開
拓
は
、
道
路

や
電
柱
、
土
管
、
街
路
樹
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
と
区
画
整
備
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
街
路

は
「
六
間
道
路
」
と
呼
ば
れ
る
道
幅
10.6
ｍ
の
近

代
的
な
も
の
で
、
災
害
対
策
や
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
時
代
を
見
据
え
た
先
駆
的
な
も
の
で

て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

次
回
の
研
究
ノ
ー
ト
で
は
、
盆
栽
村
開
設
の

背
景
に
つ
い
て
も
う
少
し
考
え
て
い
く
と
と
も

に
、
盆
栽
村
に
入
植
し
て
き
た
人
々
に
つ
い
て

眺
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
宮
盆
栽
美
術
館　

主
査　

菅
原
千
華
）

【
大
宮
盆
栽
村
１
０
０
周
年
に
向
け
た
研
究
ノ
ー
ト
】　

②
盆
栽
村
の
開
発

※
１�

当
該
資
料
は
現
在
所
在
不
明
で
あ
る
が
、
モ
ノ
ク
ロ
写

真
が
さ
い
た
ま
市
立
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

※
２
森
於
菟『
解
剖
台
に
凭
り
て
』昭
和
書
房　
昭
和
９
年

表１　『盆栽村諸雑扣帳』に掲載された主な経費
（大正14年〈1925〉5月～大正15年10月）

・第１回と第２回の土地賃貸契約の事務手数料
・立札・杭の代金と施工費
・道路開削と測量の施工費、境界石代金、電柱運搬費
・柿40本と20本の代金
・公園道路の土管代金
・事務方の埼玉県庁（浦和）までの運賃と昼食代
・道路と「境界十字入目標石」100本の代金
・「射撃場」通開の施工費
・立看板3本、平看板1枚の代金
・道路開墾と引きならしの施工費
・公園より「入口道路」開削の施工費
・柿と桜の道路端の植樹施工費
・「六間道路」40間分の施工費
・「カスガラ」の代金

大正14年７月１日「土地賃貸借契約書」
さいたま市立博物館蔵

※原文では、手間、人夫などと記してあるのを施工費と表記した。
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